
敦賀市教育委員会では、平成２８年４月より全市的に「小中一貫教育」を進め、小・中学校の先生方が「つながり」を
意識し、学びの「つまずき」をなくすための授業づくりに取り組んできました。家庭・地域の皆様のご協力もいただき、本
市の子どもたちは着実に力をつけてきています。今年度の調査結果についてお知らせします。

教科に関する調査の結果

今回は４年ぶりに理科を加えた３教
科の調査となりました。

いずれの教科においても、本市の小
学６年生、中学３年生ともに、平均正
答率で全国平均を上回っていることが
分かりました。

小学校 中学校

国語 算数 理科 国語 数学 理科

敦賀市 68 67 69 72 54 51

全国 65.6 63.2 63.3 69.0 51.4 49.3

【全国学力・学習状況調査について】

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るこ
と、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的として、
小学6年生・中学3年生を対象に実施されています。

本調査の結果は学力の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎませんが、この結果を
今後の授業改善に生かしていきたいと思います。

・令和4年4月19日実施
・小学6年生 国語・算数・理科
・中学3年生 国語・数学・理科

調査問題はこちら
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言葉の特徴や使い

方に関する事項

我が国の言語文化

に関する事項

話すこと・聞くこと書くこと

読むこと

敦賀市 全国

・小中学校ともに、ほぼすべての面で全国平均を上回っています。
・特に、「書くこと」について、敦賀市の子どもたちが力をつけていることが分かります。記述問題における「無答率」も全国と
比較して小学校では３．２％、中学校では７．６％低く、授業をはじめ、学校生活のあらゆる場面で書くことを大切にしてきた
成果が表れています。
・「国語の勉強は好きですか」という質問に対して、肯定的な回答が、全国平均に比べて、小学校では１０．５％、中学校では
１６．２％高くなっています。国語に対して敦賀市の子どもたちが興味・関心を抱き、主体的に学習していることが分かります。

小
学
校

中
学
校

国語科

学習指導要領の内容 敦賀市 全国

知識及び
技能

言葉の特徴や使い方
に関する事項

51.7 50

我が国の言語文化に
関する事項

53.7 50

思考力、
判断力、
表現力等

話すこと・聞くこと 53.5 50

書くこと 54.5 50

読むこと 49.6 50

【小学校国語】

○必要なことを質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えること 【１三】（次頁参照）
○言葉には相手とのつながりをつくる働きがあることを捉えること 【１二】
●登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること 【２一(1)】 （次頁参照）

【中学校国語】

○文脈に即して漢字を正しく書くこと 【２二】 （次頁参照）
○表現の技法について理解すること 【３一】
●場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、描写を基に捉えること 【３三】 （次頁参照）

学習指導要領の内容 敦賀市 全国

知識及び
技能

言葉の特徴や使い方
に関する事項

52.8 50

情報の扱い方に関す
る事項

59.1 50

我が国の言語文化に
関する事項

51.2 50

思考力、
判断力、
表現力等

話すこと・聞くこと 51.4 50

書くこと 59.1 50

読むこと 50.2 50

※全国の領域別平均正答率（%）を５０として敦賀市の値を算出

言葉の特徴や使い

方に関する事項

情報の扱い方に関

する事項

我が国の言語文化

に関する事項

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

敦賀市 全国



小学校 中学校

小学校 中学校

○文脈に即して漢字を正しく書くこと【２二】〇必要なことを質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの
中心を捉えること 【１三】

読み書きや文法などの基礎・基本や、グループ・ペアでの話し合い活動、自分の意見や考えをねばり強く書くことなど、
学校生活の中で積み重ねてきたことが成果となって表れています。
「読むこと」については、それぞれの場面における複数の叙述に着目して心情の変化を読み取るなど、部分から文章

全体を捉える学習活動を大切にしていきます。

森
田
さ
ん
が
、模
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の
宇
宙
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を
抱
き
し
め
た
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ぼ
く
」
の
気
持
ち
を
複

数
の
叙
述
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基
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考
え
て
い
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こ
と
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え
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が
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ぼ
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っ
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き
、模
型
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し
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」
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い
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て
」
、「
す
ご
い
や
」
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と
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の
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だ
」
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」
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」
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き
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ぼ
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」
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話
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叙
述
を
基
に
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が
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や
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模
型
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宇
宙
船
を
見

た
感
動
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捉
え
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こ
と
が
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め
ら
れ
る
。

●場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、描写を
基に捉えること【３三】

●登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること【２一(1)】

解答のポイント

……

Ｂ

→

Ｃ

→

Ａ

本文２１～２６行目

本文５６～６２行目

本文６６～７９行目

場
面
の
展
開
や
登
場
人
物
の
心
情
の
変
化
な
ど

に
つ
い
て
、描
写
を
基
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、本
文
の
21
行
目
か
ら
26
行
目
に
か

け
て
、Ｂ
「
息
子
の
遊
ぶ
様
子
を
見
な
が
ら
、不

意
に
妙
な
な
つ
か
し
さ
に
と
ら
わ
れ
」
た
「
お
れ
」

の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。次
に
、本
文
の
66
行

目
か
ら
79
行
目
に
か
け
て
、Ｃ
「
息
子
へ
の
申
し

訳
な
さ
を
募
ら
せ
つ
つ
、目
の
前
の
息
子
を
頼
も

し
く
思
う
」
気
持
ち
も
芽
生
え
る
「
お
れ
」
の
様

子
が
書
か
れ
て
お
り
、本
文
の
66
行
目
か
ら
79

行
目
に
か
け
て
、Ａ
「
昔
の
こ
と
に
つ
い
て
、母
と

電
話
で
押
し
問
答
を
」
続
け
る
「
お
れ
」
の
様
子

が
書
か
れ
て
い
る
。

・・・

・・・

① 除（く）

② 喜（んで）

解答のポイント

三

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
で
、
中
村
さ
ん
が
前
田
さ
ん
の
発
言
に
対
し
て
、

部
ウ
の

よ
う
に
質
問
し
、
知
り
た
か
っ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も

適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

ペ
ン
キ
を
ぬ
り
直
す
こ
と
が
、
公
園
の
遊
具
で
遊
べ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
理
由

２

ペ
ン
キ
を
ぬ
り
直
す
こ
と
が
、
自
分
た
ち
で
は
で
き
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
理
由

３

ペ
ン
キ
を
ぬ
り
直
す
こ
と
が
、
公
園
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
理
由

４

ペ
ン
キ
を
ぬ
り
直
す
こ
と
が
、
ご
み
の
な
い
公
園
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
理
由

話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
の
文
章
を
読
ん
で
答
え
る

漢
字
を
書
く

「
ぼ
く
」の
気
持
ち
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

森
田
さ
ん
は
、

部
①
に
表
れ
て
い
る
「
ぼ
く
」
の
気
持
ち
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
「
ぼ
く
」
の
気
持
ち
の
説
明
と
し
て
適
切

な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番

号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

模
型
の
宇
宙
船
が
手
に
入
ら
な
い
悲
し
さ

２

本
物
の
宇
宙
船
を
手
に
入
れ
た
喜
び

３

本
物
の
宇
宙
船
を
作
る
こ
と
へ
の
あ
こ
が
れ

４

本
物
の
宇
宙
船
を
作
る
こ
と
へ
の
不
安

５

模
型
の
宇
宙
船
を
見
た
感
動

【
正
答
】

【正答】３

【正答】

【正答】３,５

話
の
展
開
に
沿
っ
て
「お
れ
」の
行
動
や
心
情
を
並
べ
替
え
る



・小学校ではすべての領域で全国平均を上回っています。特に、「図形」、「変化と関係」の領域において、全国を大きく
上回る結果となっています。
・中学校では、「数と式」、「関数」の領域において、全国を大きく上回る結果となっています。「データの活用」については、
全国平均をわずかに下回りました。今後の授業の中で、すべての子どもたちに「わかる」喜びを味わわせることができる
よう、各学校で授業改善に取り組んでいきます。

小
学
校

中
学
校

算数・数学科

数と式

図形

関数

データの活用

敦賀市 全国

【小学校算数】

○被乗数に空位のある整数の乗法の計算をすること 【１(1)】
○図形を構成する要素に着目して、長方形の意味や性質、構成の仕方について理解すること 【４(2)】

（次頁参照）

●示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないことを理解すること 【２(3)】（次頁参照）

【中学校数学】

○簡単な連立二元一次方程式を解くこと 【２】（次頁参照）
○多数の観察や多回数の試行によって得られる確率の意味を理解すること 【５】
●箱ひげ図から分布の特徴を読み取ること 【７(2)】（次頁参照）

数と計算

図形

変化と関係

データの活用

敦賀市 全国

※全国の領域別平均正答率（%）を５０として敦賀市の値を算出

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

数と計算 52.3 50

図形 53.4 50

変化と関係 53.7 50

データの活用 52.6 50

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

数と式 55.0 50

図形 51.9 50

関数 53.9 50

データの活用 49.6 50



小学校 中学校

小学校 中学校
○図形を構成する要素に着目して、長方形の意味や性質、構成の仕方
について理解すること 【４(2)】

●示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないことを

理解すること 【２(3)】

○簡単な連立二元一次方程式を解くこと 【２】

●箱ひげ図から分布の特徴を読み取ること 【７(2)】

本市の各学校では、単に問題を解くことだけでなく、友達と考えを伝え合って学び合うことや、学習の過程と成果を振り返
り、学びの定着を図ること等を大切にしており、子どもたちは安定した力をつけてきています。
一方、課題が見られた問題からは、「割合」の本質や、「箱ひげ図」のよさ等を理解できていないことがうかがえます。「授
業で公式や決まりを習うとき、そのわけを理解するようにしている」と回答した子どもの割合が小・中学校ともに前年度より
低くなったことからも、同様の課題が見えてきました。今後は、子どもたちの探究心を生かして問題の本質に迫ることや、日
常の場面と結びつけ、数学的な見方・考え方を働かせるよさやおもしろさを実感させることを一層大切にしていきます。

日常の具体的な場面に対応させながら
割合について理解することが大切

長方形のプログラムについて、向かい合う辺の長さを書く

簡単な連立二元一次方程式を解く

果汁が含まれている飲み物の量を半分にしたときの、果汁の
割合について正しいものを選ぶ

箱ひげ図の箱が示す区間に含まれているデータの個数と散らばり
の程度について、正しく述べたものを選ぶ

【正答】x＝－１、ｙ＝３

解答のポイント

二つの文字のうち一方の文字を消去し、一元一次方程式に
帰着させて解く【正答】 ㋐・・・３（㎝） ㋑・・・５（㎝）

箱（四分位範囲）に
は、箱の示す区間の
長さにかかわらず、
データの約半数がふ
くまれる

（ここではすべての位置

で20回まわしている

ので、箱にふくまれる

データの個数は10）

解答の
ポイント

解答のポイント
長方形において、２組の向かい合う
辺の長さはそれぞれ等しい

※ 数量が変わっても割合は変わらない【正答】 ３

解答のポイント

【正答】 ア



・小学校では、すべての領域において、全国平均を大きく上回っています。
・中学校では、 「エネルギー」、「粒子」、「生命」の３領域で全国平均を上回りましたが、「地球」領域について
は全国平均をわずかに下回りました。この結果をもとに、小・中の系統性を意識して、授業改善に取り組んで
いきます。

小
学
校

中
学
校

理 科

エネルギー

粒子

生命

地球

敦賀市 全国

【小学校理科】

○自分で行った観察で収集した情報と追加された情報を基に、問題に対するまとめを検討して、改善し、自分
の考えをもち、その内容を記述すること 【１(2)】（次頁参照）
○メスシリンダーという器具を理解すること 【２(1)】
●自然の事象・現象から得た情報を、他者の気付きの視点で分析して、解釈し、自分の考えをもち、その内容
を記述すること 【２（４）】（次頁参照）

【中学校理科】

○化学変化に関する知識及び技能を活用して、水素の燃焼を分子のモデルで表した図を基に化学反応式で
表すこと 【３(1)】（次頁参照）
○節足動物の外部形態の観察結果と調べた内容を、生活場所や移動の仕方と関連付けて、体のつくりと働きを
分析して解釈すること 【４(1)】
●静電気に関する知識及び技能を活用すること 【１(1)】（次頁参照）

エネルギー

粒子

生命

地球

敦賀市 全国

※全国の領域別平均正答率（%）を５０として敦賀市の値を算出

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

エネルギー 55.2 50

粒子 56.4 50

生命 53.4 50

地球 55.5 50

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

エネルギー 50.8 50

粒子 52.4 50

生命 52.3 50

地球 49.8 50



小学校 中学校

小学校 中学校
○自分で行った観察で収集した情報と追加された情報を基に、問題に
対するまとめを検討して、改善し、自分の考えをもち、その内容を記述
すること 【１(２)】

●自然の事象・現象から得た情報を、他者の気付きの視点で分析
して、解釈し、自分の考えをもち、その内容を記述すること【２（４）】

○化学変化に関する知識及び技能を活用して、水の燃焼を分子

のモデルで表した図を基に化学反応式で表すこと 【３(1)】

●静電気に関する知識及び技能を活用すること 【１(1)】

質問紙の結果から、本市では、理科の学習について「好き」「大切だ」「将来社会に出たときに役に立つ」と考えている子ど
もが多い一方で、「観察や実験の結果からどのようなことが分かったか考えている」割合がやや低いことが分かりました。
今後は、観察や実験を通して明らかになった結果をもとにして考察する力をつけていくとともに、対話を通して自分と他者
の気づきを比べ、新たな課題を設定する力を育てていきます。また、日常生活の中の身近な自然事象から問いを見いだ
し、子どもたちの興味関心を引き出して探究する学習活動を大切にしていきます。

解答のポイント
はるとさんの試してみたいことを基に他の水溶液に対象を
広げて新たな【問題】を見出した内容で記述する。

日常生活の中で、物質が静電気を帯びる現象を選択する

解答のポイント

「不導体同士をこすり合わせると静電気を帯びる」という
知識と、日常生活の動作とを関連付けて理解・活用する。

※ 敦賀市においては、６２．４％の生徒が
「エ 金属製のドアノブにふれる」を選択している。
このことから、
「放電が起こる」事象を「静電気が帯びる」と誤って

捉えていることが分かる。

分子のモデルで表した図を基に、水素の燃焼を化学反応式
で表す

【正答例】
ほかの水よう液をこおらせた物は、水にしずむのだろうか

他者の気付きの視点

凍った水溶液について、試してみたいことを基に、見いだされた
問題を書く

【正答例】

ナナホシテントウの育ち方は、たまご、
幼虫、さなぎ、成虫の順である。

解答のポイント
2つの記録を基に、問題に対するまとめ
を検討して、改善し、自分の考えをもち、
その内容を記述する。

【正答】 イ

【正答】 ウ



質問紙調査の結果

挑戦心・ねばり強さ
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自己肯定感・自己有用感
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コロナ禍の下、様々な面で制限された生活が続く中、身近な日常の価値に気づき、当たり前のことに感謝する心が育っているこ
とがうかがえます。ピンチをチャンスと捉え、前向きに挑戦したり、日常を精一杯楽しんだりしながら、敦賀の子どもたちは日々心
を成長させています。自分もまわりも大切に、互いに苦しいときだからこそ、まわりに手を差し伸べることのできる「人道のまち、敦
賀」市民として成長していく子どもたちを、今後も見守り、支えていきます。

※ 各グラフの値は、肯定的な回答の割合を表しています



質問紙調査の結果

生活習慣はすべての土台であり、心身の健康を支えるものです。敦賀の子どもたちの基本的生活習慣は、以前か
ら高い水準にあり、コロナ禍の影響を受けつつも、ご家庭の支えにより、その水準を保っています。

今後も、「家族の時間」を大切にし、子どもたちにとって安らぎのある居場所であるご家庭での生活を大切にしてい
ただきたいと思います。

制限があるからこそ、様々な工夫により、時間の使い方を身につけるチャンスでもあります。学校も、家庭、地域の
皆様と共に、敦賀の子どもたちが心も体も健やかに成長していけるよう努めていきます。
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